
日
本
の
中
小
企
業
の
レ
ベル
る
と
黒
煙
が
立
ち
こ
め
る
。
排
し
た
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
Ｎ
Ｏ
作
が
、
誰
で
も
使
え
、
効
果
は
確
る
。
嘉
興
市
で
の
反
応
も
、
「
Ⅲ
さ
が
重
視
さ
れ
、
偽
物
が
出
回

は
高
い
。
高
度
で
精
細
な
仕
組
気
口
に
ガ
ー
ゼ
を
か
ざ
す
と
５
戦
」
で
活
躍
し
た
。
両
手
で
実
だ
。
台
購
入
し
た
い
」
（
投
資
会
社
る
風
潮
が
あ
る
」
と
懸
念
す
る
。

み
が
要
ら
な
い
〃
ロ
ー
テ
ク
″
秒
で
真
っ
黒
に
な
っ
た
。
と
こ
抱
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
き
さ
。
今
年
初
め
、
北
京
の
空
を
ス
顧
問
）
と
上
々
だ
っ
た
。
適
切
な
規
制
や
ル
ー
ル
が
あ

に
も
、
優
れ
た
技
術
が
あ
る
。
ろ
が
、
排
気
口
か
ら
ホ
ー
ス
で
特
殊
な
フ
ィ
ル
タ
ー
が
排
ガ
ス
モ
ッ
グ
が
覆
い
、
Ｐ
Ｍ
２ｏ
５
問
題
は
海
賊
版
に
象
徴
さ
れ
っ
て
こ
そ
、
新
た
な
技
術
が
環

埼
玉
県
戸
田
市
の
機
械
装
置
排
ガ
ス
を
引
き
、
除
去
装
置
を
中
の
Ｐ
Ｍ
を
除
去
し
、
そ
の
フ
が
日
本
の
環
境
基
準
の
加
倍
を
る
知
的
財
産
権
の
侵
害
や
ま
が
境
改
善
に
貢
献
で
き
、
企
業
の

製
造
「
コ
モ
テ
ッ
ク
」
（
小
森
通
す
と
ガ
ー
ゼ
は
白
い
ま
ま
。
イ
ル
タ
ー
は
専
用
の
電
気
ヒ
ー
超
え
た
。
自
動
車
排
ガ
ス
は
そ
い
物
の
横
行
だ
。
新
技
術
の
開
発
意
欲
を
刺
激
す

正
憲
社
長
、
従
業
員
冊
人
）
。
「
黒
煙
は
１
０
０
％
近
く
、
微
タ
ー
で
熱
す
る
と
、
き
れ
い
な
の
要
因
の
一
つ
だ
。
実
際
、
中
国
で
は
２
０
０
０
る
。
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関

中
国
・
上
海
近
郊
の
漸
江
省
嘉
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２ｏ
５
）
状
態
に
戻
り
繰
り
返
し
使
え
中
国
国
内
の
自
動
車
保
有
台
年
代
に
入
り
、
大
気
汚
染
物
質
の
小
柳
秀
明
北
京
事
務
所
長
は

興
市
で
７
月
、
現
地
の
自
動
車
も
帥
％
は
除
去
で
き
る
」
と
の
る
。
日
本
で
は
、
Ｐ
Ｍ
対
策
が
数
（
二
輪
車
等
を
含
む
）
は
釦
・
硫
黄
酸
化
物
（
Ｓ
０
％
）
を
「
企
業
が
持
つ
技
術
を
生
か
し
、

部
品
会
社
や
銀
行
の
幹
部
ら
説
明
に
、
参
加
者
は
目
の
色
を
あ
ら
か
じ
め
組
み
込
ま
れ
た
新
年
前
の
約
釦
倍
に
膨
ら
み
、
Ⅱ
火
力
発
電
所
や
工
場
の
排
ガ
ス
普
及
さ
せ
る
仕
組
み
作
り
を
国

に
、
自
慢
の
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
変
え
た
。
・
車
が
増
え
出
番
は
減
っ
た
が
、
年
現
在
で
２
億
台
を
超
す
。
中
か
ら
除
く
脱
硫
装
置
を
作
る
会
同
士
で
も
っ
と
進
め
る
べ
き

Ｍ
）
の
除
去
装
置
を
披
露
し
た
。
こ
の
装
置
は
２
０
０
３
年
、
今
は
工
事
現
場
の
建
設
機
械
な
国
政
府
は
、
排
ガ
ス
規
制
を
順
社
が
急
増
し
て
１
０
０
社
以
上
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

装
置
を
付
け
ず
に
フ
ォ
ー
ク
石
原
慎
太
郎
知
事
（
当
時
）
が
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ル
次
厳
格
化
し
て
お
り
、
特
に
、
に
増
え
た
。
比
較
的
、
容
易
に
八
デ
ー
タ
で
見
る
２
面
Ｖ

環
境
技
術,因

圃

リ
フ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
主
導
し
、
東
京
都
が
本
格
実
施
タ
ー
を
扱
う
手
間
は
か
か
る

ロ
ー
テ
ク
で
対
Ｐ
Ｍ
鮪

自
動
車
か
ら
出
る
Ｐ
Ｍ
の
９
割
原
理
を
模
倣
し
、
製
造
で
き
る

以
上
を
吐
き
出
す
デ
ィ
ー
ゼ
ル
か
ら
だ
。
同
装
置
を
販
売
し
て

車
の
規
制
は
今
後
も
さ
ら
に
強
い
た
日
欧
の
企
業
は
撤
退
を
余

ま
る
見
通
し
。
路
上
を
走
る
車
儀
な
く
さ
れ
た
。
中
小
企
業
の

に
後
付
け
で
き
る
コ
モ
テ
ッ
ク
海
外
展
開
を
支
援
す
る
元
商
社

の
装
置
が
売
れ
る
余
地
は
あ
マ
ン
は
「
中
国
で
は
値
段
の
安



Ｎ
０
％
を
取
り
除
く
脱
硝
装
置

や
装
置
の
鍵
で
あ
る
触
媒
の
売

れ行きが伸びている。

中国政府は第腫次５か年一

デ
ー
タ
で
見
る

大
気
中
の
粒
子
状
物
質
、
な

か
で
も
「
Ｐ
Ｍ
２
．
５
」
生
成

に
関
係
す
る
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ

Ｏ
蕗
）
に
つ
い
て
、
中
国
政
府

が規制強化に乗り出した。

そ
の
影
響
で
、
日
本
企
業
製
の

環
境
技
術

＝ 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 - 一 ■ 一 一 一

NOx削減中国で需要

計
画
期
間
中
（
２
０
１
１
～
帽
工
場
は
昨
年
６
月
に
操
業
を
開

年
）
に
、
火
力
発
電
所
か
ら
出
始
、
別
時
間
フ
ル
稼
働
し
て
い

る
Ｎ
０
％
を
１
立
方
厨
当
た
り
る
が
、
注
文
が
殺
到
し
、
設
備

２
０
０
源
・
笹
以
下
に
抑
え
る
を
増
強
中
。
９
月
以
降
は
生
産

方針だ。環境保護省は
２月、量を大幅に
増やす予定
だ。

主
要
都
市
の
工
場
や
発
電
所
の
三
菱
重
工
業
も
、
脱
硝
装
置
を

Ｎ
Ｏ
禿
排
出
上
限
値
な
ど
規
制
作
る
中
国
企
業
に
技
術
供
与
を

強
化
の
細
目
を
発
表
し
た
。
行
い
、
そ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
収
入

環
境
規
制
の
強
化
は
、
高
度
が
塔
え
て
い
る
と
い
う
。

で
優
れ
た
技
術
を
保
有
す
る
日
千
葉
大
の
入
江
仁
士
特
任
准

本
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
教
授
ら
に
よ
る
衛
星
デ
ー
タ
を

商
機
に
な
る
。
使
っ
た
解
析
に
よ
る
と
、
中
国

日
立
グ
ル
ー
プ
は
Ⅱ
年
、
火
国
内
で
、
代
表
的
な
Ｎ
Ｏ
苑
で

力
発
電
所
の
脱
硝
装
置
に
使
う
あ
る
二
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）

触
媒
の
製
造
会
社
を
グ
ル
ー
プ
の
大
気
中
濃
度
は
、
１
９
９
６

の
１
０
０
％
出
資
で
中
国
に
設
年
以
降
、
増
加
の
一
途
を
た
ど

立
し
た
。
漸
江
省
杭
州
市
の
新
っ
て
い
る
。


